





３　有識者会議 ( 第 1 次ヒアリング )・「論点整理」
４　立法府の議論のとりまとめ
５　有識者会議 ( 第 2 次ヒアリング )・「最終報告」





































第 3 回～第 5 回の「有識者会議」においては，計
16 名の専門家にヒアリング ( 以下，略称「第 1 次
ヒアリング」) が行われ，そこで示された意見は，
「今後の検討に向けた論点の整理」( 以下，略称「論
点整理」) としてまとめられ，平成 29(2017) 年 1









　3 月 22 日に開催された第 10 回「有識者会議」
では，計 4 名の専門家にヒアリング ( 以下，略称「第
















（１）有識者会議 ( 第 1 回～第 9 回 )・「論点整理」
の提出　（２）衆参各政党各会派の代表者による
検討・「立法府の議論のとりまとめ」（３）有識者
会議 ( 第 10 回～第 14 回 )・最終報告（４）「特例法」
の成立に区分して示すと次のとおりである。(3)



















第 ３回 [11 月 7 日，第 1 回有識者ヒアリング ] 平
川祐弘 ( 東京大学名誉教授 )，古川隆久 ( 日本大
学教授 )，保坂正康 ( ノンフィクション作家 )， 








る全体会議 [1 月 25 日 ] 「有識者会議」の取りま
とめた「論点の整理」について，菅内閣官房長






























る全体会議 [3 月 15 日 ]　天皇の退位等について
第 ４回 [11 月 14 日，第２回有識者ヒアリング ]　
渡部昇一 ( 上智大学名誉教授 )，岩井克己 ( ジャー
ナリスト )，笠原英彦 ( 慶應大学教授 )，桜井よ
しこ ( ジャーナリスト )，石原信雄 ( 元官房副長
官 )， 今谷 明 ( 帝京大学特任教授 ) の各氏を対象
に第 2 回有識者ヒアリングを実施。
第 ５回 [11 月 30 日，第３回有識者ヒアリング ] 八
木秀次 ( 麗澤大学教授 )，百地 章 ( 国士舘大学
客員教授 )，大石 眞 ( 京都大学院教授 )，高橋和
之 ( 東京大学名誉教授 )，園部逸夫 ( 元最高裁判
事 ) の各氏を対象に第 3 回ヒアリングを実施。





































（３）　有識者会議 ( 第 10 回～第 14 回 )・最終報
告
　第 10 回有識者会議では 4 名の専門家に第 2 次









大学院教授 )・本郷恵子 ( 東京大学史料編纂所
教授)・君塚直隆(関東学院大学教授)・新田均(皇
學館大學現代日本社会学部長 ) に対する有識者
ヒアリング ( 第 2 次 ) が実施された。
第  11 回 [ ４月 4 日 ]　3 月 22 日の有識者ヒアリン




第  12 回 (4 月 6 日 )　4 月 4 日の有識者ヒアリング




第  13 回 (4 月 13 日 )　資料「天皇の公務の負担軽




第  14 回 (4 月 21 日 )　有識者会議が最終会合を開
き，2016( 平成 28) 年 10 月以降，これまでの議
論をふまえて作成された「最終報告」が，安倍
首相へ提出された。






案要綱」(4) を 5 月 10 日の「衆参正副議長と各政党・
会派代表者による全体会議」で提示し，意見を聴
取した。5 月 19 日には特例法案が閣議決定され，
国会において同法案は 6 月 9 日可決成立し，平成
31(2019) 年 4 月 30 日に施行される。
　本法の概要は以下のとおりである。




















































し，皇嗣が，直ちに即位」( 第 2 条 ) する。退位し
た天皇の呼称は，「上皇」とし ( 第 3 条 )，「上皇の
后は，上皇后」とする ( 第 4 条 )。天皇陛下の退位
にともない，秋篠宮さまが皇位継承順位 1 位の皇
嗣となるが，その場合，「皇室典範に定める事項に




則第 1 条 )。　
３　有識者会議（第 1 次ヒアリング）・「論点整理」
（１）　第 1 次ヒアリングの概要

































































































































































































































































































































































































































































































































































各党・会派からの意見聴取（2 月 20 日）を経て，









































































































































































５　有識者会議 ( 第 2 次ヒアリング )・「最終報告」　
（１）　第 2 次ヒアリングの概要







































































































































































































６　むすびに代えて ( 今後の課題 )











の賛否について専門家の意見は拮抗 ( 賛成 8 人・
反対 6 人・慎重 2 人 ) し，譲位 ( 退位 ) を認める場














　有識者会議 ( 第 2 次ヒアリング ) では，老年医
学や皇室史などの専門家 4 人にヒアリングを行
い，そこで示された意見をもとに，天皇陛下の退
位後の称号や身位 ( 身分や地位 ) について討議さ












































(1)   宮内庁ホームページ　kunaicho.go.jp 「象徴とし
てのお務めについての天皇陛下のおことば ( ビデ
オ ) 参照。
(2)   今井 敬 ( 日本経済団体連合会名誉会長 )，小幡純
子 ( 上智大学大学院法学研究科教授 )，清家 篤 ( 慶
応義塾長 )，御厨 貴 ( 東京大学名誉教授 )，宮崎 
緑 ( 千葉商科大学国際教養学部長 )，山内昌之 ( 東
京大学名誉教授 ) の各メンバーより構成。
(3)   有識者会議の開催状況は首相官邸ホームページ，
「天皇の公務の負担軽減等に関する有識者会議」
https：//www.kantei.go.jp ＞ koumu_keigen 参
照。
(4)   特例法案要綱については，同上ホームページ，「天
皇の退位等に関する皇室典範特例法案 ( 政府提出
法案 ) の資料」参照。
(5)   ヒアリングにおける各専門家の主張は，できる
だけ簡潔に示し，骨子のみに止めた。




(7)   園部氏は，「お気持ちの面での『御負担』」と「御
身体の面での『御負担』」を示し，御負担を軽く
する具体的方法を示した。
(8)   園部氏は，「御高齢による摂政設置」については
「天皇に対する影響」と「国民に対する影響」の
二面から，不適切であると主張する。
(9)   譲位 ( 退位 ) については，9 名が退位を容認 ( 条
件付きを含む ) し，7 名がこれに反対した。その















(13)  「今後の検討に向けた論点の整理」 https://www.






https：//www.kantei.go.jp ＞ koumu_keigen 参
照。　











Controversy in the establishment process of the Imperial House Law Special Law
Itsuo  YOKOTE
【abstract】
    Japanese Constitution Article 2 provides that “The Imperial Throne shall be dynastic and succeeded to in 
accordance with the Imperial House Law passed by the Diet.” And Imperial House Law, Article 4 states “Upon 
the demise of the Emperor, the Imperial Heir shall immediately accede to the Throne.
    Imperial House Law Special Law allowing the abdication of the emperor was passed on June 9 in 2017. This 
law was made in response to the emperor’s message released to the public in the summer of 2016.  This will be 
the first abdication in 200years, since Emperor Kokaku in 1817.
    This paper examines controversies in the establishment process of the Imperial House Law Special Law.
【key words】
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